第９回成人式大賞２００９講評

　　　　　　　　　　平成２１年（２００９年）3月２５日

　　　　　　　　　　新成人式研究会成人式大賞審査委員会

１．応募と審査委員会開催の概要

　新成人式研究会が選定機関として、文部科学省の後援を得て実施している成人式大賞は、

第９回目を迎えました。本大賞が関係者の方々の間で実質的に成人式の唯一の客観的な評価基準

のような存在としての役割を果たすに至っていることもあり、全国各地から新しい時代にふさわ

しいあり方をめざした多数の成人式の応募が寄せられました。

　大賞審査委員会（寺崎昌男・東京大学名誉教授）では、２月18日の応募締め切り後ただちに

委員会事務局において予備審査としての第一次選考を行ない、その結果を踏まえて２月25日に

東京都千代田区のフオーラムミカサにおいて本審査委員会を開催し、全国から応募申請のあった

７８件のうち第一次選考を通過した５９件について審査を行ない、最終的に本年度の大賞各賞を

決定しました。

２．審査状況と大賞各賞の入賞状況

　この数年間に亘っていわゆる平成の大合併が進められ、成人式開催の主体となる市町村数が

減少したり、合併後の自治体のアイデンテイテイが未確立なため成人式のあり方につき戸惑いを

見せたところも少なくなかったことなどから、応募件数は前年度を僅かながら下回りましたが、

合併を新たな地域発展の契機としてとらえて更に優れた成人式をめざして内容・運営の向上に

熱心に取り組み応募された自治体も増え、大賞審査は「ハイレベル成人式間での激戦」の様相

を一層強めました。

　このような状況の中で成人式大賞各賞を受賞された自治体名は別項のとおりで、受賞件数は、

成人式大賞１件、成人式準大賞３件、成人式優秀賞７件、成人式奨励賞５件、成人式貢献賞４件、

成人式アイデア賞５件、成人式話題賞３件、成人式企画賞４件および成人式努力賞２件で、合計

３４件であります。

３．成人式大賞関連特別賞の公募、応募、審査等の状況

　今年の新成人は、“昭和”と“平成”の境目に生まれた若者たちでありますが、これらの若者を

取り巻く現在の環境を見ますと、世界的な情報革命が急進展し地球はますます小さなものと感じ

られるようになり、各国間の関係は複雑多岐化し戦乱は収まらず核やテロが拡散する傾向さえ示し、地球温暖化や100年に一度といわれる世界的な金融危機・景気低迷といった地球規模・世界

大の荒々しい潮流がうねりを強めています。国内的にも少子高齢化の進展、年金・医療･雇用の不安の増大、社会的格差の拡大等が急速に顕在化するという状況になっており、複数の学者のノーベル賞の受賞や若年スポーツ選手の国際的な活躍はありましたものゝ、全般的には新成人達にとっての大人社会への船出は特に厳しい状況の中で行なわれることになりました。

　他方、新しい２０歳の成人式の創造をめざす関係者の異世代の人々との間や地域の人々との間の様々な連携の動きの中で、１０歳の少年・少女たちのいわゆる“２分の１成人式”や、親世代に当たる５０台の“盛年成人式”、６５歳の高齢者成人式，還暦から２０年の“人生２回目の８０歳の成人式”などの熟年成人式を開催する自治体が誕生し、新しい２０歳の成人式の創造・地域をあげての成人式づくりが契機となって、世代間の交流・地域活性化・新しいまちづくりが図られるようにもなっています。

　そこで本年は、特にこのような激動の時に成人式を迎えることとなった２０歳の新成人の所感や決意・誓いのことばを中心に、２分の１成人式や上記のような熟年世代の成人式を迎えた各新成人たちの所感を公募し、２０歳の新成人の生き方や成人式のあり方に対し示唆に富むと考えられるものに成人式大賞関連特別賞を贈り、参考にさせて頂く頂くこととなったわけでありますが、初めての公募で周知が十分でなかったこともあり、応募は新成人決意文･誓いのことば１５件、２分の１成人式所感文１１件、盛年新成人所感文１件でありました。

　これらについての審査は、成人式大賞各賞審査に引き続いて行なわれ、別項のとおり新成人決意文･誓いのことば大賞１件、優秀賞２件、優良賞３件、２分の１成人式所感文優秀賞1件，優良賞２件、盛年新成人所感文優秀賞１件の入賞を決定しました。

４．総合講評

　上述のような経過をもって第９回成人式大賞２００９各賞の入賞が決定しました自治体の成人式について、そのテーマ、企画内容とレベル、企画運営態勢などの特徴といえると思われる事項を挙げれば次のとおりです。

（1） 総体的に見て、昨年度よりさらに工夫をこらし内容的に充実を図ったものが増加していま

　す。したがって応募自治体の関係者の方々にとっては、昨年度と同レベルでは入賞に至らない

　という，厳しい審査結果になりました。換言しますと入賞されました自治体では，同一の賞を

　得られた場合にも昨年度を上回るレベルの成人式づくりに成功されたということができます。

（2） 応募された成人式の多くは、主催は市町村・教育委員会などであっても、その企画･運営は

　実質的に公募や推薦で選任された新成人などの若者によって構成された成人式実行委員会が中

　心になって担当するかたちで行なわれており、実行委員会が市町村等との共催者になっている

　ケースが多く、なかには単独主催者になっているケースも生まれています。

（3） 実行委員会の構成メンバーについて見ますと、委員会は本年度の新成人だけで構成しそれ

　をOB・OGが種々のかたちで支援しているケースが一般的ですが、なかには委員会OB・OG

　や来年度以降の新成人予定者や地域の年配者が実行委員会のメンバーとして参加する態勢を確立している事例もあり、実行委員会が適切に継続性を保てるかたちを整えているところほど内容的に優れた成人式の創造に成功しているように思われます。

（4） 実行委員会OB・OGのほか地域の多くの年代層の人々が、実行委員会の諸活動を支援し式

典・催事にはボランテイアとして積極的に参加するケースが急速に増加しており、このような新しい動きが、成人式の改善・改革、優れた成人式の創造の原動力になっていると見られます。

（５）入賞された成人式の主催者などである市町村、教育委員会などの担当部門は、できるだけ

新成人などで構成する実行委員会の主体性を尊重し、担当部門としては支援する立場をとるよう努めており、また新成人たちに対応するに当たってはその願望のうち妥当なものであればなるべく聞き届ける姿勢をとっています。こうした担当部門のあり方が新成人たちの理解や信頼を得たり感銘を与え、その創意工夫を刺激し厳粛な式典と盛りあがりのある２０歳のつどい、成人式

の創造の基盤になっていると思われます。

（6） 応募された成人式は、それぞれの自治体や新成人たちが抱えている最大の課題と考える

事項をテーマとして掲げ、そのテーマに沿った記念事業の展開について創意工夫こらす努力を

より適切に行なうようになって来ていることが見てとれます。　本年度の成人式のテーマには、

「親・友人・恩師・地域や地域の人々への感謝」を挙げたものが数多くありましたが、これは、

本年度の新成人たちが昭和から平成への時代の変わり目に生まれた若者であり誕生から２０年と

いう年月の経過にひときは敏感に反応される面があること、社会的な環境が特に厳しい状況に

あるためここまで自分達を育て支えてくれた親や周囲の人々や地域の恩情などが強く意識される面があることなどによるものかと思われます。

（7） テーマの具体化に苦心された自治体や、実行委員の確保や活動に種々の制約があるなどの

ため今後に多くの課題を残された自治体もあるように見受けられますが、入賞されました成人式

はそれぞれの賞の趣旨にかなうと認められた優れたものでありますので、関係各位におかれましてはさらに課題や取り組み方の研究に努めていただき、よりいっそう意義深い成人式を実現して

頂くことを期待します。なお入賞を逸されました自治体や応募を見送られました自治体の関係各位には、本講評などを参考にして成人式の改善・改革を進めて頂くことを期待する次第です。

５．各賞講評

＊成人式大賞

　小野市（兵庫県）

　　本成人式は、メインテーマを、新成人全員で感動的な成人式を創りあげるという思い

（友　感動）と、新成人が持つ未来への限りない可能性（Ｙou can do）を一つの言葉に込め、「eq \o\al(\s\up 9(You　　　　ｃａｎ do),友　　感動)」とし、式典・催事を；eq \o\al(\s\up 9(Ｉ　     can  do),相　感動　)　第２部：eq \o\al(\s\up 9(Ｗe　    can do),初　感動)　　第３部：eq \o\al(\s\up 9(Ｔhey　  can  do),勢　感動)　

と　３部にミニテーマで区分して展開しています。

　　開始時刻までの新成人の全員入場・定刻どおりのスタートが成人式の成否の鍵を握る

　最重要な要素との認識のもとに、オープニングを重視し、開幕時に実行委員の稽古の成

　果であるフアンフアーレ演奏、新成人苦心のピアノ・マリンバによる“情熱大陸in小野”

　の演奏に力を入れるとともに、大人の階段の設置といったユニークな催事などの実施に

　努めています。

第１部は、今私にできること　をテーマにした市長と新成人代表によるセレモニート

ークと、エコ社会の実現をめざす２０歳の社会貢献～ペットボトルキャップの回収活動、

第２部は地域住民からのお祝いビデオレターと実行委員制作の人づくりオリジナルビデ

オの上映、第３部は恩師を囲む人気給食メニューとごみの廃棄分別袋を用意した中学校

区ごとの同窓の集いとしています。

ペットボトルキャップの回収活動は、その売却益で世界の子どもにポリオワクチンを

贈る活動で、当初８００個の目標に対し１１万個（ポリオワクチン１３８人分）を集め、

この活動は今後市内のボランテイア団体が引き継ぐことになりました。これは、まさに

新しい成人式創造の実行委員会の活動が市民を動かし、市民が取り組む運動へと発展し

た、きわめて有意義な事例ということができるものと考えられます。

　　なお本成人式では企画・運営について実行委員会が全面的、自主的に取り組んでいま

すが、実行委員以外の新成人も多数参加し新成人全員でつくる成人式といった要素を強

めたものになっています。また実行委員を中心に成人式を生涯学習のスタートととらえ、

その経験を一過性のものに終わらせないようその後も６５歳のエイジルネッサンスパー

テイとの相互連携などさまざまな活動を行なっています。

　本成人式は、新成人の祝福・激励、自覚の促進などとともに、新成人の存在や活力が

地域社会の新たな活性化の一層の発展に資するものとして大いに機能する契機となり、

　他の模範とするにふさわしい最も優れたものと認められるところから、成人式大賞を贈

　ることに決定しました。

＊成人式準大賞

　山形市（山形県）

　　山形は今年ＮＨＫの大河ドラマの主人公たちの活躍の本拠として取り上げられたり、地元プロサッカーチームのＪ１昇格など、全国的な話題があふれています。

　　成人式のテーマ「ありがとう」～みんなのやまがた　みらいのやまがた　そして大人への昇格～は、新成人の祝賀式への参加を通して自分の成長を支えてくれた家族・仲間・沢山の人々の存在を再認識し、感謝を深めていくことを狙いとしています。

　　本市でも参加者の式典開始前の着席完了を最重要課題とし、ＤＪ風に解説しながら小中学校で歌った曲や当時のヒットソングを会場や屋外に流したり、公募のメッセージソングやＪ１サッカーチーム選手のメッセージなどで入場促進を図っています。

　　式典では、市議会議長の新成人への励ましの言葉、市長と実行委員がステージ上から新成人たちに質問形式で青・黄の２色の抽選くじ兼用の色紙を使用して意識調査を行い市長がコメントする定番の「はたちのこころ」（ことしは最後に人文字Ｍ山形をつくっている）、実行委員５名による「ありがとう」の新成人決意表明に加えて、全国高校生代表経験のある新成人の国歌・市民歌の独唱、市内小中学校１年生男女各２名による「おにいさん・おねえさんおめでとう」のメッセージとパフオーマンス、中３時代の恩師１７名からのお祝いのエール、高校生ボランテイアによるサッカーボール型ＵＦＯのビッグサプライズ会場内飛行・メッセージ・巨大画出現など、新しい感覚の催事を定着させた上さらに多彩さを増した祝福型記念催事を行なっています。

　　式典後には、地元関係者こころづくしの名物「玉こんにゃく」の振る舞い、お祝いの「餅

　つき」が行なわれ、記念写真コーナーでは高校生ボランテイアの「シャッター押します隊」

　が大活躍。記念品も次代を担う若者の成人を祝いまた地域活性化を図る見地から、地場産

　業の平清水焼のタンブラーと、実行委員がデザインし北京五輪女子バレー選手や市長手書

　きメッセージなど収録のパンフレットを贈物としています。

　新成人側からの感謝を表す行動や社会貢献活動などへのまなざしにやや弱い感はあるものゝ、新成人を“沢山の「おめでとう」のシャワーで包むとともに各人が主役として楽しく式典に参加できるように”との狙いの様々な取組みが実行委員と教育委員会担当の協働作業で着実に実施され、将来への布石成果を挙げていると見られます。

　　以上の諸点から本成人式は、総合的に見て大賞に準ずる他の範とするにふさわしい内容を持ち、準大賞を贈るにふさわしいものと認められました。

亀岡市（京都府）

　本市の成人式は、今自分がこうしてあるのは自分につながる全ての人のおかげとし“多くの人との出会いと絆を大切に「皆と一緒に新たな大人への一歩を踏み出そう」”　成人の自覚と責任を持って、「感謝の気持ち」を今度は周りの人たちに返しながら・・との思いを込め、テーマを「歩きだそう！！～ありがとうを胸に～」として展開しています。

　式典催事は、第１部式典では、開会前に実行委員撮影の中学時代の恩師のビデオレターの一部を上映して入場促進を図ったり、市立中学校生徒の吹奏楽の演奏による祝意の伝達、“二十歳の主張” など斬新な企画を採り入れ、記念品としてはことしの新成人らしく昭和と平成の時代や平和・明るい未来・新成人をつなぐ架け橋（はし）とエコを認識させる狙いの市長メッセージ入り「マイ箸」と実行委員会からの市章・成人式テーマ・市民連帯感を強調した「亀人」の文字を入れるなど工夫したデザインの手作りしおりを贈っています。

　第２部の新成人のつどいも『感謝だよ！全員集合』のミニテーマを付け、２０歳を祝うカウントダウン、暗転、「２０オメデトウ」のイルミネーションの点灯などを実施、後半をロビーでの中学校区ごとの恩師・友人等の懇親会とする等きめ細かい工夫がされています。

　本市の成人式の最大の特色は新成人たちの「喜び自覚する取組」と、市民の心のこもった「祝い期待する取組」とがバランスよく年間を通じ進められ成果を挙げている点です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新成人たちの実行委員会方式は平成１１年以来、第１部・第２部とも企画・運営などその自主性に任せる部分を年々増やし新成人たちの熱い思いやアイデアが続々と出し合わされ思い出に残るオリジナルな企画を実現し、広報面でもユニークなポスターの制作と市内各所への掲示、亀岡駅構内への横断幕・イルミネーションなどを設置する一方、市民の側の「祝い期待する取組」についても新成人を祝い期待する標語の募集・入賞作品の懸垂幕の市役所前の懸垂塔への掲示・張り紙の市内１,１６０箇所への掲示、保津川世界遺産登録を目指す復元木造船の会場前での披露による新成人たちの人生の船出の祝福、商店街の新成人おめでとうフエアの実施など地域をあげての取組みも年々厚みを増しています。

　なお全国的に地域ぐるみの成人式づくりが進み運営面でのボランテイア活用などがふえるなか、受け付け・案内・駐車場管理など教育委員会スタッフが総出で円滑な進行の万全を期している点などは、基本を重視した漸進的な改革推進の動きとして評価されます。

　以上の諸点から本成人式は、総合的に見て大賞に準ずる他の範とするにふさわしい

内容を持ち準大賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　光市（山口県）

　本市では、新成人が「光市成人のつどい」の“企画運営委員”となり、新成人が主役、新成人の「参加から参画へ」が実現するよう留意して成人式づくりが行なわれており、成人のつどいのテーマは、企画運営委員である新成人の提案を基に企画運営委員会で幅広い視点から協議が行なわれ、テーマ「新歩」と、スローガン「思い描いた世界へ　今、踏み出そう」が決定されています。成人になれたことに感謝し、成人になった時を契機に新しい気持で、輝やかしい前途、限りない夢、思い描いた世界に向けて、自己改革をしながら、力強く踏み出して行こうといった意味合いが込められています。

　つどいは参加し易い日時を選び、成人の日の前日（日）の１４時～１６時の開催。

公開成人のつどいとして家族席・一般席も設けており、家族一家の参加者もあります。

　つどいの内容は、第１部が光市民ホールでの祝福フエステイバル、第２部は同ロビーでの軽食・喫茶で再会を楽しむふれあい交歓会の２部で構成されています。

　第１部では、開会宣言の際にテーマ「新歩」に沿い新成人が制作にかかわった２足歩行ロボットが登場、オープニングでは4歳から58歳の男女２５名の“ひかり太鼓”の迫力の演奏が行なわれたり、市長の新成人に贈ることば、来賓紹介などに続き、新成人代表の思い出・将来の夢・誓のことばの発表、新成人の父母からのサプライズメッセージの発表、市長と新成人とのふれあいトークなどユニークな催事が実施されています。

　各中学校代表新成人の発表では登場方法を工夫したり、市長とのふれあいトークでは新成人がYES：NO形式の意思表示で全員参加する盛りあがりのあるものにしています。
　記念品はつどいの収録DVDで、贈呈には山口国体マスコット「ちょるる」が登場。

　エンデイングは、市内高校吹奏楽部と市民で構成するひかり吹奏楽団とのジョイント演奏で各中学校歌のメドレーに手拍子などが加わり、会場に一体感が溢れています。

　毎年つどい終了後に関係者が反省会を開き、次回の企画・運営に活かす努力がなされ、年々新しい企画が採り入れられていますが、本年は記念写真撮影コーナーを導入。また運営面では来賓・主催者席を客席に設ける工夫をしたり、スムーズな進行を重視し地元のフリーアナウンサーを起用、映像・音響・照明を工夫し魅力あるステージを実現する一方、新成人が気安く声をかけられるよう役員全員スタッフジャンパーを着用する配慮をしたり、各種市民団体のボランテイア１４５名の協力を得て万全が期されています。

　以上の諸点から本成人式は、総合的に見て大賞に準ずる他の範とするにふさわしい内容を持ち、準大賞を贈るにふさわしいものと認められました。
＊成人式優秀賞

　高根沢町（栃木県）

　　本町の成人式の主催者は実行委員会。家族・友人・先生・地域の人など様々な人た

　ちの助けやつながりによって支えられてきたお蔭で成人式を迎えることができるこ

　とを再確認し、成人式という晴れ舞台においてあらためて周りの人たちに“感謝”の

　気持を表し大人への第一歩を歩み出したいという意味を込めて、テーマを「感謝」と

　し、１月３日（土）に新成人の実行委員会からの要請に基づく町長講演（演題は「感

　謝」）や中学生時代の写真のスライドショー、当時の担任の先生への花束贈呈などを

　含む第１部式典とジュースで乾杯・フリートーク・ビンゴ大会などを内容の第２部Ｔ

　ＥＡ　ＰＡＲＴＹ（同窓会０次会）で構成する成人式を実施するとともに、成人式と

　いう節目に自分達でできることをしようとの考えで町内各種イベントでのボランテ

　イア活動や、国内外への社会貢献活動として「岩手・宮城内陸地震の被災者」と「ユ

　ニセフ」への募金活動を行なっています。記念品は、町と議会からのプレゼント記念

　写真ＣＤ－ＲＯＭ。新成人家族への年賀はがきでの案内でその参加も定着しています。

　　形式的な祝辞などを一切省略した簡潔な成人式ではあるものの、全国的にも珍しい

　テーマ追求の講演を中心に据えた本格的な式典ということができ、準大賞に次ぐ他の

　模範となる内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　館林市（群馬県）

　　本市の今年の“二十歳の集い”のテーマは「Ｔake  a　Ｓtep　～輝く未来へ大き

　な一歩～」。支えてくれた人への感謝と果てのない向上心を胸に秘め、無限大の可能

　性を信じて、新しい出会いと希望の未来に向かって飛躍の歩を進めようというもの。

　　集いの主催者は市であるが、企画・運営は新成人の実行委員会が実質的に中心にな

　って進めており、実行委員会ＯＢ・ＯＧの運営への参加貢献が顕著です。

　　式典・催事は、第1部　恩師からのビデオレター（会場での映像の上映と音声の

　屋外への放送で新成人の場内へのスムーズな誘導効果を狙っている）、第２部式典

　（式辞・祝辞・新成人のことばの発表など）、第３部アトラクション（　「２０th  

　Ａnniversary～今日まで、そして明日から～……新成人の有志による主張発表会）、

　および第４部ふれあいタイム（旧友との再会と各中学校ごとの記念写真撮影）の４部

　で構成。この第４部では実行委員会ＯＢ・ＯＧが制作した恩師からのビデオレターＤ

　ＶＤを販売しその売上金がアトラクション経費に当てられています。

　　本市の成人式は、新しい感覚の基本的な企画・運営のうえに毎年新しいアイデアが

　加えられ、また実行委員ＯＢ・ＯＧの活躍も良き伝統として定着しているなど準大賞

　に次ぐ他の範となる内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　調布市（東京都）

　　本市の成人式は第1部式典、第２部アトラクションの２部構成、第1部の主催者は

　市と教育委員会、第２部の主催者は成人式実行委員会ですが、学園都市であり地元出

　身と地方出身の新成人が混在することから、実行委員は地元と地方出身在学生の双方

　から募集し、両者にとって魅力ある成人式づくりが目標とされています。　　　　

　　テーマとして「Cho－future  ～もうハタチ　まだハタチ～」を掲げていますが、こ

　れはCho－futureに①調布のハタチの未来、②超（＝並外れた可能性を秘めた）未来

　を目指す思いを込め、また～もうハタチ　まだハタチ～に①周囲から求められるオトナ

　としての責任　②オトナとしての不安を抱きながらも将来に広がる無限の可能性への思

　いを込めて，成人式づくりを進める意図を表現しています。

　　成人式の式典・催事は、実行委員会方式を採用してから定番になった新しいかたち

　を基本にしながらもやや精彩を欠き参加率なども停滞傾向にあることなどが懸念さ

　れましたが、今年は初の企画として、調布のハタチが未来に希望が持てるようにとの

　願いから、調布の「今」と「未来」をつなぐ意欲的な紙面構成の情報紙（フリーペー

　パー）として地元限定の新成人応援冊子「Cho－future」の制作を実施し、地域の仲間

　の応援や地域の大人の人たちのサポートを得ているこの成人式は、総体的に見て準大賞

　に次ぐ他の範となる内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　瑞浪市（岐阜県）

　　成人式実行委員会と市とが共催のかたちで行なっている本市の今年の成人式のテ

　ーマは、七色の光を放つ『虹』。　市内７中学校を七色の虹になぞらえ、将来へ希望

　の虹の架け橋を架けていく決意が込められています。
　　本市では、近年、式典色を極力感じさせない独自の成人式を目標に、「新成人によ

　る手づくりの成人式」をコンセプトにして、いまや伝統になった過去・現在・未来

　への流れのなかで表現する新成人たちによる催事が、基本路線を継承しながら行なわ

　れ、記念品はテーマ『虹』を記載した実行委員デザインの図書券が贈られています。

　　式典は市内にある私立中学校・高等学校和太鼓部の和太鼓演奏で開幕、新成人たち

　の誕生から現在までのスライド映像の上映、小中学校時代の恩師の方々のビデオレタ

　ー、成人式テーマに沿った寸劇上演、父母から新成人への手紙・実行委員代表からの

　父母への手紙の朗読などが行なわれ、市長・前年度実行委員からの激励のことばとと

　もに成人の火が今年度実行委員の手に引き継がれ、実行委員たちはその炎を手に将来　

　への夢を語り決意を述べる感動の催事が行なわれています。

　　新成人による手づくりの、式典色を極力感じさせないことを企図しながら新成人た

　ちに忘れ難い感銘を与えているこの成人式は、総体的に見て準大賞に次ぐ他の範とな

　る内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　

　犬山市（愛知県）

　　この新成人の集いは、平成１３年に市主催の成人式の中止を受け、新成人の代表者

　たちの呼び掛けで会費制で行なうこととなり、実行委員会主催・自主独立のかたちで

　継続開催されている独特なものであり、参加率７９.３％をあげているのは素晴らしい。

　　集いは、昨今の青少年の悲惨な事件に鑑み、成人になる一歩を踏み出す認識を持つこと

　を狙いとして、テーマ｛タイトル｝を「ＯＮＥ　☆　ＳＴＥＰ」とし、記念催事として　

1 ＯＮＥ　☆　ＳＴＥＰするためのキーワード「愛・勇気・智恵」を競うゲーム　

2 舞台でのイベントのなかで、参加者全員で大人になるための一歩を考えることに資す

るよう、ＯＮＥ☆ＳＴＥＰするための思いを語ってもらうインタビューなどを実施。

　　市長挨拶などの式典、ミスター・ミスコンテスト、キーワードゲーム等のアトラクショ

　ン（全員参加）に加え、従来のユニセフ募金や献血などの社会貢献・啓発活動も実施。

　　実行委員がリーダー委員の下で準備し運営に当たる分担体制がとられていますが、準備　

　段階での先輩のアドバイス、当日多勢の先輩・後輩、地元ＮＰＯが受付け・案内・駐車場

　管理・映像音響機器などの応援に駆け付ける伝統も定着。今年度は先輩実行委員が成人式

　応援団「かなめもち」を立ち上げ、成人式の応援はもちろん、市民会議・各種ボランテイ

　ア参加など年間活動を行ない犬山文化の発展にも貢献。この成人式は、総体的に見て準大

　賞に次ぐ他の範となる内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　碧南市（愛知県）

　本年の成人式のテーマは『扉』～感謝・責任・挑戦～。大人とは何か、成人式には意味が

あるのかといった議論を経て、成人式｛扉｝を前に、２０年間を支えてくれた人たちへ感謝し、今までとは違う責任担っていく覚悟を持って、不況や異常気象などの暗い世の中だが希望を忘れず新たな可能性に挑戦し明るい未来を思い描いていこうという思いを込めています。

　成人式は本市の優れた青年団体ＨＥＸＰＯ ＳＴＡＦＦが構成する実行委員会の主催であり、第１部が会場の文化會館全館を開放しての地区ごとの懇談会。第２部が新成人全体での記念行事。大人からの激励としての市長祝辞、テーマを伝えるプロローグ、新成人から親へと親から新成人への感謝の手紙、思い出を映像で振り返るカウントアップ、これから担っていく責任についての語り、実行委員みずから可能性への挑戦を示す和太鼓演奏、未来への決意を語るエピローグなど、密度濃い実にこまやかな工夫がなされた内容になっています。

　新成人が興味を持ち参加したくなるような斬新なデザインの案内状、成人の思い出として記念写真とともに大切に保存しておくにふさわしい、テーマを印象的に表現し形状も工夫し持ちやすいよう配慮した単なる次第ではないプログラムは立派な記念品になっています。

　この成人式は、騒がしくなるのを懸念し避けていた市長祝辞の復活、実行委員と市長との対談、巧みな来賓紹介、一般席の設定、積極的な成人式ＰＲ活動の実施なども含め、総体的に見て準大賞に次ぐ他の範となる内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

　　

　枚方市（大阪府）

　本市では平成１８年度から、地域との結びつき･新成人の規範意識や自制心の向上などをねらいとして、市立中学校１９校を会場とする地域の温もりや特色を活かした地域分散方式の成人式を実施しています。今年のテーマは『地域全体で新成人のお祝いを』とし、昨年度まで第１部式典を地域分散、第２部交流会を市民會館１か所で開催する複合方式を採っていましたが、今年度から完全な地域分散方式にして式典の後に友人・恩師・地域の人々との交流の時間を設け約１時間歓談や記念撮影などを行なうかたちに改めています。

　第１部式典は各会場で、ＤＶＤ映像を活用した国歌・市歌の斉唱，市長式辞，市議会議長

祝辞などにつづき、地域ごとの校区コミュニテイ協議会の代表がお祝いのことばを述べたあと、本市ゆかりの著名人（北京オリンピック陸上４００ｍリレー銅メタリストなど）からのお祝いメッセージＤＶＤビデオの放映、新成人代表（各会場１～２名）が家族・恩師･周りの人々への感謝・成人の抱負･地域の人々ヘのメッセージなど熱い思いを述べる新成人のことば、各校区委員会企画の様々なアトラクションが行なわれています。中学校在校生も参加し祝福することで、尊敬される先輩にとの新成人の意欲を喚起する効果もあると見られます。
　この成人式は、なお改善の余地が少なくないものの、希薄になっている新成人の地域との関係を再構築し、また地域活性化につながる面などもあり、総体的に見て準大賞に次ぐ他の範となる内容を持ち、優秀賞を贈るにふさわしいものと認められました。

· 成人式奨励賞

桶川市（埼玉県）

　２０年間に出会った多くの人の中で一番支えになったのは、嬉しいとき辛いときにそばにいてくれた友達であり，この友情を大切にしよう！との思いを基に、テーマを「変わらぬ友情～ハタチにハイタッチ～」として展開しています。

　公募と出身中学校からの推薦による新成人で組織された実行委員会が、手づくりの低予算成人式を目指し、一生に一度しかない成人式を、「参加する成人式」ではなく、「自分達で創る成人式」にとの思いを原点にして取り組みその思いを実現しています。実行委員が

市広報誌の公募に応じた者が多いことは、自らの手でつくりあげようというやる気のある

新成人が多いことを示しているものと見られます。

　式典・催事は、第一部式典と第ニ部アトラクションの２部構成で、第ニ部でテーマに沿った心の手紙の朗読（新成人から新成人へ、恩師へ）を行ない、会場外でメッセージカード展『ハタチにハイタッチ』を開催するなどテーマに沿った記念催事のの展開に工夫がこらされ成果をあげ、新成人参加率も８０%内外の高率となっています。

　この成人式は、明快なテーマ設定とそれに基づく企画構成・運営に優れたものがあり、今後一層の向上が期待されるとともに他の範とするに足り、奨励賞を贈るにふさわしいものと認められました。
春日部市（埼玉県）

　テーマは、論語の「温故知新・新進奇抜」などを基にし、「伝統や歴史を学び、新しく若々しい力で、郷土春日部をつくっていって欲しい」との思いを込めた「新」。市および教育委員会が主催、実行委員会主管というかたちをとっています。

　式典･催事の構成は、新成人入場の９時３０分からアトラクション開始までの１時間を、かつて親しんだ流行歌がＢＧＭの「おしゃべりタイム」とする工夫がこらされています。

　また式典の前に“祝福空間”としてアトラクションを展開。オープニングは地元で活躍している「春日太鼓」の迫力ある和太鼓演奏、つづいて屋台ばやし、実行委員会作成のスライドショー“わたしたちの２０年”、「花技舞踊研究会」の日本舞踊“花くらべ”鑑賞。

アトラクションと式典の幕間に実行委員長挨拶。式典は、教育委員会委員長の開式のことば、市長式辞、市議会議長祝辞、公募の新成人による二十歳の誓いなど。記念品は地元特産の桐製写真立て、不織布製トートバッグ、プログラムを兼ねた内容ある成人式記念誌。

　合併新生の本市の意気込みのこもったテーマや明確な成人式取組方針の設定、公募による一般市民など高校生~７０台までの幅広い年代層での実行委員会の組織化およびこれを

企画運営と協賛広報の２部会に分けての効率的な運営などは、まことに優れたものであり、今後一層の向上が期待されるとともに他の範とするに足り、奨励賞を贈るにふさわしいものと認められました。

中央区（東京都）

　本区の今年の成人式のテーマは，都心では最近雪が積もらなくなるなどの変化を来たしている地球温暖化現象や大気汚染問題などをとらえ、「環境」～これからの地球を担う新成人～として適切な共通的な課題を掲げています。

　成人式の主催者は区と実行委員会で、式典・催事としては第一部記念式典で区長のお祝いのことばや、実行委員会会長の二十歳のメッセージなど。第ニ部新成人のつどいでは懇談（立食パーテイ）、アトラクションのＥcoＬoto20、本区に縁のある著名人から新成人ヘのメッセージ・環境に関するメッセージのビデオレター、タイムスリップ・フイルムの放映、銀座ミツバチプロジェクトの写真の放映、未来便の発信（10年後の自分にあてた手紙

コーナーの設置）、環境パネル展示、ハタチのエコ・スタジオ（記念撮影コーナー）開設、

体内環境(骨密度測定)コーナー設置および交友スポット（本区を郷里・出身地と思う若者の増加をねらいに、本区の学校に通っていなかった新成人や最近引っ越して来た新成人が成人式を契機として地元住民として語り合えるテーブル）設置などを実施しています。

　東京都２３区では成人式の対象者である区民の新成人が区内の公立中学校・高校の出身でない者が多いことなどから、参加新成人共通の関心事項とすべきテーマの選定をはじめ、

成人式のあり方には特有の難しさがあるなかで、本成人式は「環境」という適切な共通課題をテーマとして設定し、それを展開する企画構成・運営にも優れたものがあり、実行委員会ＯＢ・ＯＧの会発足の動きも出るなど今後一層の向上が期待されるとともに他の範とするに足り、

奨励賞を贈るにふさわしいものと認められました。
大和郡山市（奈良県）

　本成人式の主催者は市および教育委員会。テーマは「笑顔」。今、笑顔で成人式を迎えら

れるのは誰かのおかげ。その誰かに感謝しようという趣旨を含めています。

　式典・催事で注目されるのは、恩師からの『笑顔』にまつわるビデオメッセージの取材

と放映、新成人がふだんは気恥ずかしくて言えない「感謝の気持ち」のメッセージ募集と発表、５年後の自分へのハガキの投函、20歳前に亡くなった仲間の遺族の招待、国際交流をめざしての市内在住成人式対象留学生の招待とインタビュー、障害を持つため来場しにくい新成人のフオローとエンデイングの「世界に1つだけの花」の会場総立ちでの手話つき大合唱、会場前でのユニセフ募金、記念品予算ガカットされたことに伴なう新成人スタッフの編集･印刷・製本による感謝の気持ちメッセージ集の記念品としての配付、成人式スタッフＯＢ・ＯＧのアドバイスや当日の運営支援です。

　本成人式は、成人式スタッフやそのＯＢ・ＯＧの支援の広がりと、市･教育委員会をはじめとする関係者および参加者全員の笑顔の協力で盛りあがりのあるものになっており、今後一層の向上が期待されるとともに他の範とするに足り、奨励賞を贈るにふさわしいものと認められました。
堺市南区（大阪府）

　　本成人式のテーマは、「翔き　旅立て　力強く」で、「は・た・ち」の巧みな折り句にな

　っており、新成人の未来に向けての大飛躍を強く励ます意図がうかがわれます。
　　式典は国歌斉唱、市民憲章朗読、区長挨拶、来賓紹介、新成人のメッセージ発表と簡潔

　ですが、開式前に会場モニターで中学校卒業アルバムの写真のスライドショーを行なって

　これまでを振り返るよすがにしています。

　　アトラクションも全員参加クイズ、恩師からのビデオレター、“旅立ちの日に”の合唱

　とさほど多彩ではありませんが、会場のみんなでのクイズ、実際に恩師が登場し一緒に

　合唱し、曲の最後に風船が天井から降ってくるスパークバルーンの演出などは、若者委員

　の企画であり、新成人の多くが喜ぶよい思い出になる催事であったと思われます。

　　実行委員会は、青少年指導員実行委員6人と若者実行委員１０人で構成されていますが、

　若者実行委員は成人前（19歳…流れを知る）委員2人、新成人委員（20歳…自分たちの成

　人式を盛り上げる）７人、成人式ＯＢ委員（２１歳～…成人式ＯＢとして後輩委員にアド

　バイスする）1人で（１０人中４人が昨年からの継続）とバランスのとれた構成で、適切な

　企画運営の実現に繋がったと見られ、こうした構成での継続的な活動により今後一層の向上　

　が期待されるとともに他の範とするに足り、奨励賞を贈るにふさわしいものと認められました。
· 成人式貢献賞

　奥州市（岩手県）

　　テーマは“「夢限」（むげん）　未来への可能性を胸に”。　「無限大の夢」を変形させた

造語であり、これからの未来を担う新成人に無限の可能性を期待し、また時代の変化にと

らわれることなく夢を諦めずに生き抜いていって欲しいという願いを込めたもの。

　　市町村合併後初の奥州市としての統一成人式でしたが、記念行事として全国的に有名に

なりこれにならっている自治体が多数生まれている、かつて水沢市、昨年度まで本市水沢

区で１１年間にわたって行なわれてきた「家族からの手紙」、「子から親への手紙」が引き

続き発展的に行なわれ、全市で１,０３０通の親からの手紙が新成人に渡され、７５４通の

新成人からの手紙が家族に贈られ、感銘深い式典・催事となっています。

　近年の家族間の痛ましい事件が頻発する時勢のなか「家族間の手紙の成人式」の意義は

大きいものがあると考えられ、本成人式大賞制度がめざす新しい成人式づくりの旗手とし

て貢献を続けているものと認められました。

　町田市（東京都）

　　「あなどれません。町田」とのキャッチフレーズをつけた「二十祭まちだ」は、新成人

　がただ祝福されるだけでなく、自ら社会に対して何かをアピールするきっかけになるよう

　な催事を相当期間にわたって開催することで、年間を通して新成人の数多くの場面におけ

る活躍を応援するという点に特長を持つた成人式です。

昨年度は一休みした感がありましたが、本年度は人生の先輩にお話をうかがう「聴き書

　き」、「ジャンル不問の音楽コンサート」、新成人を対象とした「バスケットボール大会」・「フ　

　ットサル大会」、若者たちの手作り作品の発表機会の提供と町田の名産紹介を目的とする「二十祭市場」などを行ない、また成人の日のメインステージでは、地元の情報を共有して

　新成人の地元意識を強化しようとの意図で制作したバラエテイ富む誌面の新成人向け町田

　情報誌「ＲＭＡ」を配布していますが、その取材過程で地域とのつながりや世代間の交流

　を強めるなど、みごとに特長ある成人式を復活させており、本成人式大賞制度がめざす新

　しい成人式づくりの旗手として貢献を続けているものと認められました。

　七尾市（石川県）

　　本市ではことしの本成人式のテーマは、が昭和と平成の２つの時代に生まれた者であること　

　から、その架け橋としてこれまでのあゆみを踏まえ夢と希望を持って未来に向かってあゆみを

　はじめて欲しいとの思いを込めた「eq \o\ad(\s\up 9(じだい　　はじめ),時代の一歩)]として、式典催事を展開しています。
　　平成の合併の直後に４市町各地区の会場で開会を順次１時間半ずつずらして、新成人たち

　が会場で唱和し代表がサインした市民憲章冊子をバトンに市長がリレーし各地区の輪を繋

　いだ経験を持つ本市の成人式は、思いきった創意工夫をこらし常に前進しているのが特徴。

　　本年も1月11日の開催を踏まえ若い実行委員の発案で開会時刻を１１時１１分としたり、

　サプライズゲストとして本市出身の著名なパテイシエに東京からボランテイア出演を依頼

　しメッセージをもらったり実行委員とコラボ企画したお菓子を記念品にしたり、公募した

　親からのおめでとうの手紙と新成人から親への手紙の朗読催事を発展させ、中学生受付を

　採入れて新成人の意識向上や将来の実行委員育成の布石とするなど工夫を続けています。

　　斬新な催事の実績や記念品ひとつ１つへの実行委員手書メッセージカードの添付や環境

　への関心を喚起する狙いの風呂敷包装実施の姿勢などは、本大賞制度がめざす新しい成人

　式づくりの旗手として貢献を続けているものと認められました。
　京都市（京都府）

　　本市では「新成人の門出を祝い励ますとともに、新成人が主体的に行動する京都市民と

　しての自覚と今後の積極的な社会参加を促すこと」を毎年のテーマとし、市民みんなで祝

　う“はたちプロジェクト”を中心にして、本市らしい式典・催事を展開しています。

　　はたちプロジェクトでは、はたちの樹と名付けた周りの人々への感謝の気持を込めた記

　念植樹、様々な人々からのメッセージを集めて編集した二十歳のお祝いメッセージビデオ

　の本市青年組織大風流実行委員による制作･式典開始前の上映、はたちのつどいコーナーの

　設置、「成人の日」啓発ポスターのまちじゅうへの掲示、２分の１成人式や思い出成人式・

　おめでとう・ありがとうの手紙の全国からの募集など、市・教育委員会・ユース２１京都

　のスクラムのもと改善を加えながら実施され、式典・催事への参加率を高めています。
　　式典前オープニングの学生演奏グループによる弦楽四重奏，学生のチームによる和太鼓

　演奏、京小町踊り子隊によるお祝いの踊りから始まる本市の歴史・文化を活かした多彩な

　式典・催事はさらに拡充・改善されつつあり、本大賞制度がめざす新しい成人式づくりの

　旗手として貢献を続けているものと認められました。

· 成人式アイデア賞

厚木市（神奈川県）

　　本成人式のテーマは“感謝～今、ここにある　ありがとう～”　成人式は、改めて周りを見

　渡し、たくさんの人たちに支えられながら生きているということを実感したり、感謝すること

　の意味をあらためて感じる機会になるはず　ということから選んだもの。

　　式典の部での新成人・市長・議長のミニトーク、アトラクションの部の「はたちのつどい応

　援団」ＡＴＵＧＩ　ＡＬＬ　ＳＴＡＲＳ（市内で活動している小学生を中心としたグループ）

　によるチアダンス演技、および東京農業大学全学応援団による応援パフオーマンス、中学校

　からのお祝いビデオレター、はたちのパフオーマンス（大衆演劇・オペラのアリア独唱）、

　新成人からのありがとうのメッセージ紹介、当日会場で配布した成人式冊子「コングラ」は

　感謝のメッセージ特集、市長等からのお祝いメッセージ、市内飲食店の割引特典のついた

　ＡＴＵＧＩ　ＭＡＰなどを掲載、裏表紙に広告を掲載し制作費用の一部に当てており、これら

　諸点がアイデア賞にふさわしいものと認められました。
　西尾市（愛知県）

　　テーマ「ありがとう」は、この成人式をきっかけに今までの２０年間に出会った人たち、

　お世話になった人たちへ感謝することの大切さについて感じてもらいたいとの思いから。

　　式典・催事では「環境問題について考える」で記念品エコバッグ配布の意義を説明。

　「新成人の主張」では市内中学校代表に舞台に上がってもらい観客も参加のクイズで周り

　の人への感謝の気持を表明。「写真によるスライドショー①」友達との思い出の写真で友達

　の感謝の気持をことばにして表し、「写真によるスライドショー②」家族との思い出の写真

　で家族への感謝の気持をことばにして表し、「親への手紙」で親への感謝の気持を綴った手

　紙を朗読して親への感謝の気持を伝えています。

　　この成人式では様々なかたちでテーマに沿って、感謝することの大切さについて感じさ

　せる展開になっており、これら諸点がアイデア賞にふさわしいものと認められました。
　大竹市（広島県）

　　成人式のテーマは「絆」。これは、地元大竹市・友人・家族など様々な人との絆を大切に

　していこうという思いを込めたもの。

　　式典と交流会の内容も、このテーマの展開のなかのアイデアとして浮上したものであり、

　新成人全員参加のビンゴゲームの景品は地元特産品を選定、またビンゴゲームの司会や吉本

　興業所属のシャンプーハットのお笑いライブの前に行なう東京で活躍中コンビ（1名が本市

　出身）の出演も、本市との絆を大切にしていこうとの思いからのものです。

　　思い出のフイルム上映（小中学校時代の写真）の写真も、友人との絆を大切にしていこ

　うとの見地から、実行委員が友人たちなどからかき集め１６０枚のフイルムを作成し上映

　しています。この成人式では様々なかたちでテーマに沿って絆を大切にし発展させてい

　く考え方に立っており、これら諸点がアイデア賞にふさわしいものと認められました。

　宇美町（福岡県）

　　成人式のテーマは、「宇美」と書いて「ふるさと」と読む。~出会い・別れ・そして２０歳の

　再会～とし、このふるさとで育ってきたことを誇りに思い、これからは様々な場面で活躍し、

　ふるさと、日本、世界に貢献していきたいとの思いを込めて成人式を企画しています。

　　先ず式次第の冊子構成にアイデアが溢れ、新成人たちが生まれた頃の宇美町の写真でまちの

　歴史を意識させ、全小中学校の校歌を収載したり、選挙や飲酒運転防止の啓発もしています。

　　各中学校の恩師が登壇しての激励のメッセージ、小学校時代の恩師からの激励のビデオレタ

　ー『熱いラブレター』、懐かしい各校校歌をＢＧＭにし実行委員と仲間とのやりとりの中で卒業

　アルバムから抜粋加工した写真を上映する『青春キター！』も工夫したものになっています。

　　また、成人式を迎える機会に『家族・先生・友達に「アリガトウを伝えよう！』と呼び掛け

　る企画を実施し、式次第冊子に挿入した呼び掛けのちらしにメッセージカードとミニ鉛筆をは

　さみ込み手軽にメッセージを書いて回収ＢＯＸに投函できるようにし、投函すると謝辞があら

　われる夫もこらされており、これら諸点がアイデア賞にふさわしいものと認められました。
　中津市（大分県）

　　テーマ　幸　～おれらの扉　おれらで開く～は、元気に成人式を迎えられたことを幸と思いまた今後の幸を願い、大人へのみちは自分たちで切り開いていくとの思いを表現。

　式典のオープニングでＢＧＭに合わせて高校書道部の生徒がテーマを筆書するユニークなパフオーマンスを実施、。式典に続くアトラクション『おれらストーリー』は参加型を徹底。

①「世界の子どもたちにワクチンを！」学習会は、実行委員による学校劇およびＶＴＲでの

ボランテイアの勉強会。　②「中津一般市民１００人から新成人へのビデオレター」③「新成人オンステージ」は、新成人がＢＧＭに合わせ登場し自分の目標などを語るコーナーであリ、本年度は別府市にあるアジア立命館太平洋大学の国際留学生を含め６７人新成人が参加

し前年度をはるかに上回る盛り上がりを示しています。

　本成人式は、実行委員会の新成人と若年層委員からなるアトラクション企画委員会の熱心な議論等から「成人式を学びの場に」といった考えでの種々のアイデア溢れる企画が誕生・定着しており、これら諸点がアイデア賞にふさわしいものと認められれました。
＊成人式話題賞

　八王子市（東京都）

　　本市は住民数５６万人の大都市ですが、２１もの大学等が集まる学園都市であり、成人式の対象者約８,５００人のうち５０％ちかくが進学などのため本市に移住してきた市外出身者であり、市内で生まれ育った新成人との割合が他市とは大幅に異なっています。

　そのため、東京23区の場合と同じように、テーマ選定や企画立案にあたっては、市外出身者も市内市外出身者も関心を持ち、また同じように楽しめるものであることが必要なため、

テーマは八王子から世界へ翔け！　～Go to the next stage ～　　とし、手作りでスライドショー的なムービーの制作を行ない、本市出身のアーテイストのお祝いメッセージを織り込むなどの工夫をするとともに、本市の理解やPRに努めるとともに、これまでお世話になった人々への感謝の気持をはがきに込めて贈る「ふるさと郵便はがき」を実施しています。
　これらの企画は難しい与件のもとでの新しい試みとしてマスコミにも取上げられており、話題賞にふさわしいものと認められました。

　刈谷市（愛知県）

　本市では成人式のタイトルを２００９かりや「新成人の集い」とし、サブタイトルを~未来へ繋げ☆昭和と平成☆eq \o\ad(\s\up 10(にじ),二十)の架け橋～としています。これには昭和と平成の境目に生まれた新成人が、昭和の良き文化や伝統を受け継いで大人としての自覚と責任を持ってこれからの時代をになっていこうという意気込みを込めています。

　式典につづく「成人おめでとう」「ありがとう」の手紙披露、プログラムに添付した星型の紙に、手紙を聞いて思ったこと・お世話になった方への感謝の気持・抱負などを書いて壁に貼った黒い大きな紙に貼りつけて参加全員でつくるモザイクアート{夜空に星}の制作、哺乳ビン入りオレンジジュースの男女ペアでの早飲み競争、大抽選会などを実施。

　記念品はエコバッグ、My箸、ポケットアルバムなど、環境問題に焦点を合わせて工夫をこらし、また、完成したモザイクアートもJR仮谷駅の連絡通路に１カ月余の間掲示して大きな反響を呼び起こしており、話題賞にふさわしいものと認められました。
　

　葛城市（奈良県）

　　新成人による新成人のための成人式づくりは今年度が２回目ですが、前年度の新成人スタッ

　フが残してくれたノウハウを継承しながら、より内容の濃い思い出に残る成人式をめざして、

　市ＨＰ，市広報誌、友達同士が声を掛け合ってスタッフを募集し、テーマを「心　Ｇo　Ｍy

  Ｗay！」として、式典･催事を展開しています。

　　中学生時代の制服・部活動のユニホーム･写真などを展示する「想い出のコーナー」、１０年

　後の自分宛てに手紙を書く「未来ポスト」コーナーの設置、また「恩師突撃インタビュー」に

　加え、「新成人への突撃インタビュー」による新成人の今の気持の把握、感謝の心や抱負を熱く

　語る公募作文「心」の発表はテーマに沿った意義深い催事と評価されるものになっています。

　　また、吹奏楽生演奏のＢＧＭ、記念品の新成人スタッフがデザインしたマグカップや同じく

　新成人デザインのジャケットとデイスク面の成人式ＤＶＤ、エンデイングのジェット風船の演

　出、特に保護者席の設置などは好評を博し本市内外で大いに話題なっており、話題賞にふさわ

　しいものと認められました。　

＊成人式話企画賞

　川崎市（神奈川県）

　　本市では青少年育成推進委員会（成人式サポーターグループ）の提案によりテーマとし

　て「ECO」を設定、成人式をECOについて考える機会とすることとし、案内状とともに

　送付するパンフレットなども工夫し、市環境局の協力を得て啓発ブースも設置しています。

　開場から開式までの時間に行政啓発ビデオ上映、開式オープニングに国際的活躍もしている団体による迫力の和太鼓演奏、第１部から第２部への舞台転換時に市民や市内で活躍しているスポーツ選手などのお祝いやＥＣＯ関連のビデオメッセージを放映、また東海地区を拠点に活動するグループＭＥＧＡＲＹＵのライブで新成人の成人を祝い夢と希望を持った社会人の門出を励ます集いの雰囲気を盛り上げるなどの工夫をこらしています。

　本市は案内対象の新成人が多数・多様で、新しい感覚成人式であることなど周知が難し

い面があることなどから参加率など向上の余地を残していますが、成人式の企画が時代に

マッチした新しさを持ち総合的に見て奨励賞に次ぐ優れた内容であり今後の向上を期待さ

れ企画賞にふさわしいものと認められました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　三原市（広島県）

　　本成人式は、新成人のつどい実行委員会主催で、今までお世話になった多くの人に対し

　て、これからの決意を込め、普段なかなか声に出して伝えにくい気持を伝えたいとの考え

　を表現したテーマ『 感謝 ～伝えます　はたちの門出～』にもとづいて展開、第１部成人

　式典、第２部新成人を祝う会を開催し、開会前に会場やホワイエで、合併後作成の市歌を

　流したりＤＶＤ版の市勢要覧を放映し地元の魅力をＰＲ、郷土愛醸成に工夫しています。

　　第１部の式典では舞台上の主催者席に新成人実行委員も着席し、新成人たちに自分らの

　代表が成人式を主催していることをアピールし、第２部ではオープンを約１００人の市立

　小６年生児童による４４０年の歴史を誇る「やっさ踊り」で飾り、続くアトラクションも

　新成人バンド演奏、高校吹奏楽部ＯＢ・現役による吹奏楽演奏、「クイーズwish」と名づ

　けた座っていないと回答権がない座席番号による工夫した抽選会などの構成としクイズも

　市に関する問題に一般常識を追加。保護者・関係者など多数が式典観覧に来場しています。

　これらからこの成人式は、企画が時代にマッチした新しさを持ち、総合的に見て奨励賞

に次ぐ優れた内容であり今後の向上を期待され企画賞にふさわしいものと認められました。

　古賀市（福岡県）

　　本成人式のテーマは、歩いてきた道を振り返り、未来へつながる道を見つめるきっかけにしたいという思いを込めた「道　～過去を振り返り未来へつなげよう～」というもの。

　　実行委員たちが自己満足に終わらないようにとの考えを基本に催事内容を企画、案内ハガキ・ポスター・当日配布のパンフレットも自分たちでテーマの趣旨を盛り込んでデザイン・制作し、会場エントランスホールに学生時代を思い出す“再現教室”と名づけたブースを設け本市では中学校まである給食のエプロンなど懐かしグッズを展示しています。

この式典・催事では進行はすべて実行委員で行ない、来賓等の紹介時に果たしておられる役割を自分達の言葉でわかりやすく紹介、「恩師からの宅急便」ビデオレターは実行委員が恩師の現職場に出向いて撮影、 テーマに沿ったメッセージを参加者に送る映像「道」は途中で恩師が登場して再現授業も行い最後の一本締めにつなげるなど工夫をこらし心のこもったものにしており、その企画が時代にマッチした新しさを持ち総合的に見て奨励賞に次ぐ優れた内容であり、今後の向上を期待され企画賞にふさわしいものと認められました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　西都市（宮崎県）

　　成人式のテーマは、大切な家・家族があるこの場所に感謝を込め「Our  Ｈome Ｓaito　

　～私たちのふるさと～」と定め、成人式を家族や地域の人々と共に祝い新成人がそれに感謝

　するかたちで、単なる儀式でなく心に残るものを目指し、一般公開方式で開催し、新成人の

　出席率は過去１０年の最高を記録、一般参加者人数も過去最高を記録しています。

　　式典と記念行事の２部構成で、宮崎から世界へのメッセージ、小中学校名物先生からのビデ

　オレター、地元出身歌手のふるさとトーク&歌の披露、１０年後の自分への手紙（３０歳の自分　

　に新成人の今の気持を伝えるタイムカプセル事業）、家族から新成人へのはなむけのメッセージ

　伝達などを行なっています。なお、家族からのはなむけのメッセージと、成人証書をカード化

　し裏面を協力店の割引サービス券などにした西都市新成人クーポンを記念品としています。

　　本成人式は、前年のよい催事は継続し今年度のアイデアを加えて企画を工夫、種々のＰＲ

　活動も行ない高参加率を得ており、企画が時代にマッチした新しさを持ち総合的に見て奨励賞

　に次ぐ優れた内容であり、今後の向上を期待され企画賞にふさわしいものと認められました。

＊成人式努力賞

　南あわじ市（兵庫県）

　　本市の成人式のテーマは智恵を絞った結果、短い言葉「ありがとう」に決定。成人式は

　実行委員会が主催し、必要なら自分で調べる大人の自覚を促すことと同級生の繋がりを大

　切にして欲しいとの意味合いで特に案内状は送付せず、実行委員が中心の新成人の口コミ

　告知を基本とし市の広報紙・ケーブルテレビ等の情報で補完しています。

　　式典では新成人代表の国歌独唱、主催者挨拶は前振りに前年の実行委員長と市長が変装

　して一言コント、お祝いに来てくれた方々にはこちらからお礼をいうべきものとの考えか

　ら来賓の祝辞はなしでご紹介だけ、地元就職者からのテーマに沿った感謝の気持熱弁の二

　十歳の主張など。記念催事は中学校の恩師と生徒のお祝いメッセージと新成人有志出演の

　思い出のビデオレター「青春ストーリー」放映、最後に委員長が舞台袖から花を１鉢持っ

　て観客席の母親に感謝の気持とともに手渡すサプライズイベント等を実施、式典記録映像

　ＤＶＤと集合写真を記念品にしています。新成人参加率９０.３％の実現も評価されます。

　　この成人式は実行委員会などの努力により新しい内容の有意義な成人式が実現しており、

　近い将来に企画賞以上の優秀な成人式への発展、飛躍が望めるところから、努力賞にふさ

　わしいものと認められました。

　新富町（宮崎県）

　　本成人式のテーマ「旅立ちの瞬間ありがとうの花束を」は、成人の節目に今までお世話

　になった親や先生や友達への感謝を表現しようというもの。

　　本町の成人式の主催者は教育委員会であり、新成人による実行委員会は今年が２度目で

　すが、委員会での話し合いでテーマや記念催事の町内各中学校出身の新成人バンド演奏、

　先生方の映像メッセージなどのアトラクション企画、記念品のカーネーションなどを決め、

　新成人の意見がそれに充分に反映され、全体として式典の厳粛であるべきところは厳粛に、

　また、記念催事のバンド演奏などは盛り上がり、元気のある成人式になっています。

　　また、この成人式は、地域婦人連絡協議会･生涯学習講座茶道教室生によるお茶の提供、

　子ども団体からの紅白饅頭・種から育てた鉢植えの花のプレゼントなどで地域の人々にも

　温かく支えられており、新成人の参加率がやや低いものの、教育委員会・実行委員会・そ

　の他の関係者などの努力により新しい内容の有意義な成人式へのあゆみが実現しつつあり、

　近い将来に企画賞以上の優秀な成人式への発展、飛躍が望めるところから、努力賞にふさ

　わしいものと認められました。
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